
Ⅱ -7 生菌混入の要因
生乳 は、バ ルククーラーに投 入 されるまでの間に、さまざまな生 菌汚染の危険 にさらされ ます。

生乳 中の生菌数 を低減す るには、搾子Lシステム (ミルカー、バルククーラー)の 洗浄 は もちろん

の こと、生乳生産の各段階で生菌の混人を防 ぐ適切 な管りlが必要です。

ここでは生菌混 入の要因の トラブルシューテ ィングを行 い ます。

降乳機器から|―――一一) ゴム 剖S I I I I

接 続 部

ミル クポ ンプ

ミル ク タ ップ

残 乳 1日1収りllスポ ンジ

ミル クフ ィル ター

ク ォー ター ミル カー

乳頭 か ら

牛舎環境か ら       ほ こり。換気不lt―一―

―― ― ― 一 >降 乳 機 器 の Iにし い 洗 司

―一 一 ― 一 >障 耗 品 の 適 期 交 例

一一一――
シミルカーの性能改善

ン́//´́ /卜 床の衛生管到

ユ ニ ッ ト脱 落 ― ― 二 1■1 1 -一 _ _ _〕
降 乳 手 順 の 改 善

前搾 りを しない

乳頭の,ドi拭が悪い

図  生 菌の混入要因 ( と混 人防 LL対策 (―
一一一一一>)

l lゴ ム部品 の劣化

搾乳機器 には、数多 くの ゴム部品や

ホース類が使用 されてい ます。

ゴム部品は生乳や洗浄液、殺 菌斉1と

接触することで劣化 します。

劣化 し、ザ ラザ ラとなった表而や亀

裂 に付着 した生乳 は、 自動洗浄で きれ

い に落 とす ことがで きませ ん。そのた

め汚れ として蓄積 し、生 菌数 を増加 さ

せ ます。

・ゴム部品は定期的な (年 1回 もしく

は、メーカー指定 による)交 換 が必

要です。

・時 々は汚れや劣化 を確認 して下 さ

ヽ 。ヽ
劣化 したゴムのジ ョイン ト割S分

劣化で内側 はザ ラザ ラな状態。
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こんなところに もゴム部品

レシーバージャー周辺 ユニ ット

ライナーゴム、パ ッキン、シャッ トオフバル

ブ、 ミ ルクホースなど重要な役割 を担 う部品

です

ミルクラインのつなぎ目

②接続部の トラブル

ミルクホースの接続部など、汚れが溜まりやすい所は定期的な分解洗浄をしましょう。

自動洗浄でも十分に洗えない部分が必ずあります。
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ホースバ ン ドを左写真の様 に取 り付 けると

接続部に隙間がで きて、汚れが溜 まりやす く

なります。

バ ッド!!

接続部の隙間がで きないようにホースバ ン

ドを取 り付けると汚れが溜まりません

グッド!!

さらにもう一つホースバンドを取 り付ける

と汚れが溜まらず しっか り固定できます。

ベリーグッド!!

③ミルクポンプ

ミル クポ ンプ も生乳 の通 り道 で

す。

ゴムパ ッキ ン等が劣化す る と汚

れが付着 して生乳 を汚染する危険

性があ ります。

定期的に確認 し、分解洗浄や部

品の交換が必要です。

ミルクポ ンプ内 に残 つた汚れ
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ミル クタ ップ

ミルクタップに付着 した汚れ

スポ ンジは生乳の汚染源 とな ります

ミル クフ ィル ター は

毎 回、新 しもの をセ ッ トして下 さい

ミルクタップが汚れていることで、生菌の混入

要因となっている事例があ ります。

定期的にカバーを外 してブラシなどで掃除 しま

す。

パ ッキン、シール等の交換は定期的に行います。

スポ ンジは、洗 つて見 た 目に きれ い な状態 で も

細菌が中で増殖 してい ます。

汚染 され たスポ ンジで残水 や残乳 の 回収 を行 う

と、 ミルクラインや生乳 を汚染 します。

スポ ンジの使 用 は中止 し、 ミル クライ ンの勾 配

により生乳 を回収出来るようにします。

勾配の足 りない農場では 1%を 目標 にで きる限 り

修正 します。

ミルクフィルターは完全 に洗浄殺菌すること

はできません。

汚染 された ミルクフィルターの再利用は細菌

混入の要因とな ります。

ミルクフィルターは使い捨てが基本です。

また、体細胞 をこす フィルターが原因 となっ

て、生菌数を増加 させた事例 もあ ります。

体細胞は、飼養環境、搾乳手法お よび ミルカ
ーの改善による乳房炎の新規感染の予防、乳房

炎牛の治療お よび淘汰によつて解決するべ きで

す。

⑤残乳回収用スポンジ
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⑦クォーターミルカー

⑨前搾り乳

クォー ター ミル カーの使用 は、乳房 炎の根本 的

な解決 にな らないばか りか、生乳 中へ の生菌や乳

房炎乳の混人 リスクを大 き くします。

乳房 炎の防除 と治療 に取 り組 み、 ク ォー ター ミ

ルカーを使用 しないことが大切です。

や む を得ず使 用す る場 合 は次 の点 に気 をつ け ま

す。

・クォー ター ミル カーの転 l―ilによる汚染乳 の混 入

・取 り付 け時の シ ョー トミル クチ ューブの汚染

・十分 な洗浄、殺菌

※使用 中は十分 な監視が必要です。

ユニ ッ ト脱落時 に空気や汚れを吸い込 むことは生

菌混入の要因とな ります。

ユニ ッ トが頻繁 に脱落する場合は次の ように対処

します。
・真空ポ ンプ能力の低下や 自動離脱装置、パルセー

ターの不具合など、 ミルカーを適正に調整
・推奨される搾乳手順の実施
・牛床、牛舎内の掃除、換気の徹底

※脱落時の空気流入 を最小限にするためオー トシャ

ットオフバルブを設置 しましょう。

前搾 り乳 には細 菌が多 く含 ま

れてい ます。

前搾 りの省略 は生菌混 入の要

因 とな ります。

前搾 りは 3～ 4回 行 い、確 実

に搾 り捨 て ましょう。

前搾り乳の混入

③ユニット脱落
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⑩乳頭の清拭

乳頭 、乳房 の皮膚 には多 くの

生菌 が存在 してい ます。 不適切

な清拭 は生菌 混入 の要 因 とな り

ます。 次 の点 に注意 して清拭 を

行いま しょ う。

乳頭 のみを拭 くよ うに します。

乳房 まで拭 く と生菌 を含 ん だ

水 が乳頭 に伝 わ リライナ ー に

吸い込まれ混入 します。

乳 頭 回は汚 れ が残 りや す いの

で、意識 して入念 に拭 きます。

乳頭 清拭 には清潔 な タオル を

使用 します。

日頃 か ら乳頭 、乳房 をきれ い

に保つ よ うに管理 します。

乳頭清拭 (側面)

乳頭清拭 (先端)

清拭前(左) 清拭後(右)
(布タオル使用)

①ほこリロ換気不良

換気が良い牛舎 換気が悪い牛舎

搾乳日寺にユニ=ッ トは、

ブ リー ドホール か ら常

に空気 を吸つています。

① 搾 乳 直前や 搾 乳 中は

給餌 等 、 ホ コ リのた

つ 作業 を避 けます。

②空気 中には浮遊細菌

が存在 します。換気

を心がけま しょう !

③ ミルカー装着時に空

気 を吸わせ ない こと

が大事です。
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おいb ln牛鋤は、健康な牛から〃

人も、牛も、健康が一番です。
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